
◎
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び

向
上
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
〇
年
五
月
二
三
日
法
律
第
四
〇
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
〇
年
四
月
一
五
日
・
衆
議
院
国
土
交
通
委

員
会

）

○
冬
柴
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
観
光
圏
の
整
備
に
よ

る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
及
び
地
域
に
お

け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
案
の
提
案
理
由
に
つ

き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

案
に
つ
き
ま
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
に
は
、
歴
史
上
価
値
の
高
い
建
造
物
を
核
と
し
て
地
域
に
固
有

の
歴
史
及
び
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
形

成
さ
れ
て
い
る
良
好
な
市
街
地
の
環
境
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
風
致
を
有
す

る
地
域
が
各
地
に
存
在
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

歴
史
的
風
致
が
、
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
我
が
国
及
び
地
域
に
と
っ
て
貴
重
な
資
産

で
あ
る
歴
史
的
風
致
に
つ
い
て
、
そ
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
地
域
の
取
り
組
み
を
国
が
積
極
的
に
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
を
図
り
、
都
市
の
健
全
な
発

展
及
び
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
法
律
案
を

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
作
成
す
る
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る

歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
計
画
を
共
同
で
認
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
重
要
文
化
財
等
と
一
体
と
な
っ
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て

い
る
建
造
物
に
つ
い
て
、
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
き
市
町
村
が
指
定

し
て
保
全
す
る
制
度
の
創
設
や
、
歴
史
上
価
値
の
高
い
建
築
物
の
復
原
を

市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
行
う
場
合
の
開
発
許
可
の
特
例
等
に
つ
い
て

定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
地
域
の
歴
史
及
び
伝
統
を
生
か
し
た
物
品
の
販
売
や
料
理
の

提
供
な
ど
を
行
う
歴
史
的
風
致
に
ふ
さ
わ
し
い
用
途
の
建
築
物
等
に
つ
い

て
、
用
途
制
限
の
特
例
に
よ
り
そ
の
立
地
を
可
能
と
す
る
新
た
な
地
区
計

画
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

一
一
四



以
上
が
、
観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進

に
関
す
る
法
律
案
及
び
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に

関
す
る
法
律
案
を
提
案
す
る
理
由
で
す
。

こ
れ
ら
の
法
律
案
が
速
や
か
に
成
立
い
た
し
ま
す
よ
う
、
御
審
議
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
四
月
二
二
日
）

○
竹
本
直
一
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第
一
に
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
作
成
す
る
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る

歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
計
画
を
共
同
で
認
定
す
る
こ

と
、第

二
に
、
重
要
文
化
財
等
と
一
体
と
な
っ
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て

い
る
建
造
物
に
つ
い
て
、
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
き
市
町
村
が
指
定

し
て
保
全
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

両
案
は
、
去
る
四
月
十
五
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
同
日
冬
柴
国
土

交
通
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
。
翌
十
六
日
質

疑
に
入
り
、
十
八
日
質
疑
を
終
了
し
、
本
日
採
決
い
た
し
ま
し
た
結
果
、

両
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
両
案
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議
（
平
成
二
〇
年
四
月
二
二
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の

運
用
に
つ
い
て
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
こ
と
の
意
義

が
幅
広
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
国
民
等

に
対
す
る
普
及
啓
発
、
情
報
発
信
に
努
め
る
こ
と
。

二

古
都
保
存
法
、
文
化
財
保
護
法
、
都
市
計
画
法
、
景
観
法
等
、
関
係

す
る
既
存
の
法
律
や
制
度
と
の
適
切
な
役
割
分
担
と
連
携
が
図
ら
れ
る

よ
う
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

一
一
五



三

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
基
本
方
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村

の
作
成
す
る
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
様
々
な
取
組
に
よ
る
地
域
の
特
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
記
載
内
容
に
関
し
て
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

四

市
町
村
の
作
成
し
た
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
を
認
定
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
市
町
村
の
自
主
性
や
計
画
の
特
性
を
損
な
う
こ
と
が
な
い

よ
う
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
市
町
村
が
国
に
対
し
て
行
う
認

定
申
請
等
に
対
し
て
は
、
迅
速
で
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
所

管
三
省
間
に
お
い
て
緊
密
で
十
分
な
連
携
・
協
力
に
努
め
る
こ
と
。

五

歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
べ
き
地
域
を
抱
え
る
市
町
村

の
実
情
に
配
慮
し
、
都
道
府
県
と
の
連
携
協
力
の
下
、
細
や
か
で
適
切

な
情
報
提
供
、
助
言
指
導
、
相
談
対
応
等
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

六

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
改
変
等
の

制
限
に
よ
っ
て
所
有
者
等
に
不
適
切
な
負
担
が
課
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
ま
た
、
必
要
な
情
報
提
供
、
財
政
的
支
援
等
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
所
有
者
等
が
建
造
物
の
管
理
・
修
理

に
関
す
る
技
術
的
指
導
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体
と

の
連
携
協
力
の
も
と
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。

七

歴
史
的
風
致
の
維
持
・
向
上
と
併
せ
て
、
歴
史
的
な
建
築
物
に
係
る

優
れ
た
知
識
と
技
能
・
技
術
、
伝
統
的
な
祭
り
や
民
俗
芸
能
等
の
保
存

・
継
承
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
に
努
め
る
こ
と
。

八

地
域
に
お
け
る
民
間
又
は
市
民
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
を
促
進
す
る

観
点
か
ら
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
支
援
法
人
の
指
定
及
び
そ
の
活
動

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
に
対
し
て
必
要
な
助
言
、
支
援
等
に
努

め
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告（
平
成
二
〇
年
五
月
一
六
日
）

○
吉
田
博
美
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

案
は
、
地
域
の
歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
基
本
方
針
の
策

定
、
市
町
村
が
作
成
す
る
計
画
の
認
定
制
度
の
創
設
、
当
該
認
定
計
画
に

基
づ
く
開
発
行
為
等
の
特
例
措
置
、
都
市
計
画
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
地
区
計
画
制
度
の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
二
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
観
光

圏
の
整
備
と
計
画
認
定
基
準
の
在
り
方
、
観
光
旅
客
の
来
訪
促
進
策
の
強

化
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
新
法
制
定
の
目
的
と
そ
の
効
果
、
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
の
た
め
の
省
庁
間
連
携
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

一
一
六



質
疑
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
二
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
二
法
律
案
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま

す
。以

上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
〇
年
五
月
一
五
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
本
法
と
古
都
保
存
法
、
文
化
財
保
護
法
、
都
市
計
画
法
、
景
観
法
等
、

関
係
す
る
既
存
の
法
律
や
制
度
と
の
適
切
な
役
割
分
担
と
連
携
を
図
る

こ
と
。

二
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
基
本
方
針
の
策
定
及
び
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
分
権
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
町

村
の
自
主
性
や
計
画
の
特
性
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
留
意

す
る
と
と
も
に
、
認
定
申
請
等
に
対
し
て
は
、
迅
速
で
適
切
な
対
応
が

な
さ
れ
る
よ
う
、
所
管
三
省
間
に
お
い
て
緊
密
で
十
分
な
連
携
・
協
力

に
努
め
る
こ
と
。

三
、
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
改
変
等
の

制
限
に
よ
っ
て
所
有
者
等
に
過
重
な
負
担
が
課
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
情
報
提
供
、
財
政
的
支
援
等
に
つ
い
て

十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
・
向
上
に
は
、
歴

史
的
建
築
物
に
係
る
優
れ
た
知
識
と
技
能
・
技
術
が
欠
か
せ
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
担
い
手
づ
く
り
、
耐
震
技
術
の
開
発
と
そ
の
活
用
等
に
特

段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

四
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
歴

史
的
風
致
に
ふ
さ
わ
し
い
用
途
の
建
築
物
等
に
お
い
て
営
業
が
可
能
と

な
る
土
産
物
店
や
郷
土
料
理
店
な
ど
の
営
業
形
態
等
に
よ
り
、
周
辺
の

居
住
環
境
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
配
慮
す

る
こ
と
。

五
、
林
立
す
る
電
柱
や
空
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
電
線
は
、
歴
史
的
風
致

の
維
持
及
び
向
上
に
と
っ
て
阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
無

電
柱
化
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

一
一
七


